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「首なし地蔵」
真金寺へ通じる適

'台

いに、首か折

れた石の観音像かありました 月同

イホを強くゆすると頭部か落ちるの

で、子ともたちは「首な し1也蔵Jと

呼んで、掌校の行き帰りにこの石

像を蹴つては首を落とし、わるさ

をしていま した そのうち、いつ

しか頭部の行万かわからなくなり、

本当に「首なしJの像となつてしま

いました

その後、近くの畑から頭3Bか発見さ

れ、無事に胴イホとつなかりましたか

1也蔵と思いこんていた当0寺のいた

すら坊主たちは、観呂様たつたこと

にヒックリしたそうです
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「万五郎の延命地蔵」
苦、京の公家の姫か、このあたりのお堂に1主まつていました 佐矢

へ流される父に連れられ、父か途中で亡くなって、樋□の里て力

尽きかかつたところを坊さんに助けられたのです 姫はやかて子

を産み華せに週こしていましたか、ある日、天竜川のほとりて子

ともを見失つてしまいました 姫は「法」

に榎む河童のしわさJと悲0更し、庵にこ

もって毎日経をとなえ続けましたか、と

うとう大水と一緒に流されてしまいま

した 以来、墓から1蚤しい光か法」へ向か

うさまを見たll人か衷れに思って1也蔵

を建てまつったところ、光はひたりと止

まったそうです 地蔵は、子とも思いの

姫にあやかって、子ともの願いを何ても

力な えると伝えられています

「足跡石」

昌、lllTi□の東の小高い山に、天狗か

1主んていました 夜になるとB寺々 里

におりてきて子ともや女の人をつか

まえ、1寸人を日らせていました と

ころかある日、人間かいろいろな通

具を押って農作業をし、前日まで花
一面たった田を喬田に変える|ぷ子を

見て、その力に肝をつふ し、山へ逃

け帰つたそうです そのとき、あわてて飛ひ上かろうと踏みつけ

た大石に、右の足跡をつけてしまったそうな

「真金寺と香蓮寺」

真金寺の本堂は文政9年 (1826)

の山火事て暁失し、長年再興てき

ま せ ん で し た か、日月)台3年

(1870)に廃寺となつた樋□香蓮

寺の本堂を買いうけ両建しました

1兒在は本堂のほか山門、1曇悽、庫

裡なとか整い、多くのイム像のほか

地元出身の彫亥」家沖0戸日治作の

聖観晋昌雨像もあります



赤羽のみどころ

土と水の郷一赤羽

東部山麓からの扇状地と荒神山との間を抜ける街道沿いに集落が開け、

荒神山団地に続き、東部の段丘上に上の原団地が造成され人□が急増し

ました。沢底り!ロヒの中山地籍には信州豊南短期大学があります。堤の築

造や丼筋の開削など水利に苦心し、昭不044年には荒神山に温水ため池

「たつの海」が完成し、赤Σ]・樋□両区の水不足を補っています。幕末に

始まつた赤羽焼は、この地の養蚕、製糸業の隆盛とともに繁栄しました。

赤矛弘尭調瞬羊σメ也覇,(ぁヵヽまねやきはつしょうのちひ)

慶応元年(1865)に赤羽の小松五右衛門と北小河内(現箕輪町)の小島盛

右衛門が、洗馬焼(塩尻市)の職工頭の援助を受け創窯し、90年近<続 き

ました。最盛期には東の窯、西の窯など6つ の窯があり、すり鉢、大鉢な

どの日用陶器、大正～昭和期には繰糸鍋を主に生産しました。碑は、最初

に窯を築いた南矢胸 」ヽ松家の裏庭にあります。

担1‐ド玄週調津(ぇのもとげんつうひ)

榎下は江戸中期の高速藩医師て、元禄13年 (1700)に藩医を辞し、この

地に医業と塾を開きました。子どもには習字や読書、青年には古文、四

書五経、大人には俳諧と、村人の教冑にあたりました。碑は赤羽墓地の

中にあります。兄は俳人宝丼具角。

八嶋公園(ゃしまこうえわ

昭和40年代中央道建設に伴い八島神社が東

へ移転すると、切り通しをはさんだ北側の高

台に宅地向きの平な一角が出現しました。あ

る開発業者が宅地造成を計画したものの地元

には反対意見も多く、地元有志の対案が実現

し、住民の想いの場として私設「八嶋公園」が

瓢牛しました。赤羽音頭の碑もあり、区民に親しまれています。

ホタルの発生
辰野の名物「ホタル」は、ここ赤羽でも観ることができます。発生時期に

なると川辺にボッと優しい光が写かびます。清らかな水辺にしか生患し

ないホタJ― は赤羽の自然の豊力さを物語つています。

古くは甲斐(山梨)の戦国武1専武田信玄が、伊那谷攻めの際に砦を築き、含

戦の前衛基地としたと伝わります。現在はスポーツ、レジャー、湯治にと

さまざまに楽しめる観光名所で、園内には各種運動施設、ホテル、温泉施

設、美術館、毘虫博物館などがあり、年間を通して多くの人々が訪れにぎ

わっています。また近年は、「全国ため池100選」に選ばれた『たつの海J

周辺てウォーキングを楽しむ人たちも増えています。国内にある800本近

い桜が春を装い、秋はモミジが山を染める風景は町の人たちの自慢。冬に

はイリレミネーションの光が夜を彩り、新たな名物に力0わりました。

樋口のみどころ

日だまりの郷一樋□
東部山麓の段斤卜に樋□・山際が、荒神山の西南麓、天竜サ|ド台いの段丘に

万五郎・下田の各集落があり、区内を南北に中央自動車道が目きます。い

くつもの丼筋が引かれて米作りが盛んとなり、美田が広がっています。

天竜川越しに木曽山脈駒ケ岳を望む粒麗な風景は、地元出身画家、中川

紀元の格好のモチーフとなりました。縄文、弥生の各遺跡や平安末期の

樋□氏居館跡、荒神社などが歴史の古さを伝えています。

樋 □次 郎 兼 光 の 墓 (ひぐちじろうか包息 雄 か

平安時代末期の武将 ・木曽義伸の四天王の一

人と言われた中原兼光は、樋□の一帯を支配

し、樋□次郎兼光と称 しました。寿永 3年

(1184)、朝敵として義伸が討たれ、兼光も

35歳 て悲運の最期をとげました。もと香蓮

寺があつた近くに、兼光の墓があつたと伝え

られています。

山際σンヽ 1暦利L(ゃまぎわのはちまんじゃ)

山際耕地の人たちから「八幡様」と親しみを込めて尊崇され、毎年祭興

が行われています。八幡社は「上伊那十三騎」の人びとが、武運長矢、子

孫繁栄、思災延命、女B意満足などを願って勧請し、造営しました。寛永

4年 (1627)に 社を創建した際の棟札 (町文化財)も現存します。八幡

神は「誉田別尊 (ほんだわけのみこと)」で応神天皇のことです。

※現辰野地域にいた 13人 の武将

珠琴尺竜(ひがしてんりゅう)

辰野町と岡谷市との境付近で天竜川の水を取り入れ、竜東地域の古くか

らの丼筋や堰をつないて一続きの用水路として完成。安政3年 (1856)

に、赤羽の柳下で分水して東樋ロヘ通水するなど新たな丼筋も造ってい

ます。昭和初期に完成した西天竜用水路に対して、東天竜と呼ぶように

なりました。

樋口の米

北に荒神山を背負つた南向きの地形と、天竜川が運んだ砂ましりの土壌

とが、田内屈指のうまい米を産出。はるか2000年 前の弥生時代の五反

田遺跡集落跡からは、焼けた米が出土しています。

季節のみどころ                    |燒 .:

天101"

局五Pllの″燎廻し

荒神山温呆さまつり

福寿車      荒神山さくらまつり

とんふや     ハ鳥神,1例大学

荒神
'1例

大祭

製作/発行 赤羽区 樋口区

ひとが集い ・にぎわう、まちづくり懇談会 /平成22年 度地減発 元気づくり支援金事業〔歩楽里 ・遊楽里 いいとこ再発見、発信事業]



西蓬面轟轟i時間20分 囲匿団憂日約5km

鎌倉時代に創建され、戦国時代にはこの地の地

侍樋□氏が守護神とした神社です。香蓮寺の鰐

口や、樋□氏使用の椀など貴重な文化財が伝存

します。社叢は約 1ヘクタールあり、樹齢200

年を超えるモミ、スギ、ヒノキなどの巨樹が繁

ります。その根本にはチゴユ リ、シラネセン

キュウ、ヤマジノホ トトギスなど草木が豊かに

広がり、荒神山公園開発前の原始的な植生が見

られます。杉の大樹が立ち並ぶ参道は地域の人

自慢の癒しスポツトです。

千鹿■神社6製 ■んじゃ)

大音、矢沢原には鹿がたくさんいて、諏訪の明

神様が鹿狩に訪れ、現在のお宮のある場所で料

理し、頭を埋め

ました。その場

所 に建御名方

をまつり、千鹿

頭明神と称 し

たと言い伝え

があります。樋

□耕地の鎮守

神をまつり、村

人に尊崇、護持

されています。
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平成 22年 度地域発 元気
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短大からの眺望

信州豊南短大

至
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底

の石造物群

真金寺の

三十三所観音

西確弼轟轟 1時間10分 陽匿調要日 約4km

八島神社くゃしましんじゃ)

赤羽と沢底の境の八幡坂にあった八幡社と、赤羽

の農協支所近くの森にあった津島神社とを合わ

せて明治41年、荒神山に移しました。名前は両

社から一字ずつを取りました。昭和49年、中央

道造成工事に伴い現在地に移転。新年の晨作物の

出来や世相を占い、1年の安寧を祈願する「御筒

粥神事」(2月初旬)が有名。豊作を祝う秋まつり

には地元の子どもたちが笠踊りを奉納します。

林 臓:劇 kりんとうしや)

大正13年、高速出身の林芳人は林陶社を興し、繰

糸用改良鍋を発明。土製のこの鍋は安価の上、良

質で辰野、岡谷をはじめ全国の製糸業者から注文

が殺到しました。最盛期には11段の登り窯で50

人の職人がフル生産しました。昭和に入つて需要

が河り昭和27年に閉窯。現存するのは社屋て、昭

不0初期の建築の粋をみることができます。窯の一

部は荒神山公園の一角に復元されており、赤ΣΣ燒

の製品は辰野美術館で展示しています。
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